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　Aqueous 　 extracts 　from 　two 　 kinds　 of 　the 　Chinese　crude 　drug
，

」トLuoshitcng
，

朽
onc 　prepared

from　leaves　 and 　 stems 　 of 　TrachelospeFmum ／asminoides （L】NDL ．）LEM ．（Apocynaceae）and 　the

other 　prepared　from　the　Ieaves　and 　stems 　of　Ficus　pumita 　L．（Moraceae），　 were 　tested　for　their
biological　activitjes，

　Arelaxation　effect 　on 　the　histamine−induced　cQntraction 　 of 　tracheal 　muscles 　in　guinca　pig
was 　 observed 　in　the 　 aqueous 　extract 　from 　the　stems 　 of 　T．ノasminoides ，

　from 　which 　 arctigenln ，

matairesino1
，
　 Irachelogenin 　 and 　 nortrachelogenin 　 were 　 isolated　 as 　biologically　active 　compo −

nents ，

　In　addition
，
　arctigenin 　and 　nortrache 】ogenin 　strol〕gly　inhibited　the　superoxide 　production ．

　Keywords − Luoshiteng ；Tra（
・heloSpermπm ／asminoides ；Apocynaceae；relaxation 　of　tracheal

muscles ；inhibition　of　superoxide 　production ；lignan；arctigenin

　中国市場 に 出回 っ て い る漢薬 ・絡石藤は 主 と して絡石 Trachelospermpum　jasminoides（LINDL ）LEM ．（Apocyna ・

ceae ＞また は 薜茘 Ficus　pumila　L （Moraceae ）の い ず れ か を 基原 植物 と し，そ の 茎 葉が 薬 用 に 用 い られ て い る
2−4）．

一
方，中隼人民共和国薬典 は 絡石藤 の 基原植物 に T，iasminoidesの 一

種 の み を 規定 して い る 5），絡石藤の 効能は い ず

れ を基原 とす る もの も同 じ と され ， 怯風止 痛，咽 喉腫痛，行癖止 血，通 経絡 な どに 用 い られ，怯風湿薬に分類 され て

い る
6）．こ れ は 西 洋医学 で の 抗炎症，鎮痛，解熱，血 液 循環促 進 ，免疫調整 な どの 作用 に 相当す る もの と考 え られ て

い る，

　著者らは 前報 で 痛風 に 関連す る Xanthine 　oxidase 阻害活性 を 調べ ，基原植物を 異 に す る絡石 藤 に は そ の 生 理 活性

に 相違 が あ る こ とを見 い だ し た．すなわ ち T ．ノasminoides を 基原 とす る絡石藤の 葉部に と くに高い 阻害活性 が認 め ら

れ そ の 活性 は フ ラ ボ ノ イ ド成分 の aPigenin ，　luteolin，　luteolin−4’−0 ・β一D −glucoside に 基づ くこ とを 報告 し た
1）．今 回

は 絡石藤 の 効能 に 該 当 す る ス ク リーニ ソ グ試験 と して ，抗炎症作用 ， 活性酸素産生抑制作用 ，血 小板凝集抑制作用 お

よび絡石藤を喘息型慢性気管支炎 に用 い る との 報告 もある こ とか ら
7）
気管平滑筋弛緩作用 に つ い て の 検討を 行 っ た ，
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結果および考察

　 1．　生理活性試験

　 ス ク リ
ーニソ グ試験 は 前報 と同様 に 中国 ヒ海市場品の T ．ノasminoides 基原 お よび F ．　pumita 基原の 絡石藤を用い ，

い ずれ も葉と茎 に 分別 し，それぞれを水で 加温抽出 し製 した 水 エ キ ス に つ い て 検討を行 っ た．

　 （の　抗炎症作用

　抗炎症作用 に つ い て は ラ ッ ト カ ラ ゲ ニ ン 足 浮 腫 法 を 用 い Winter らの 方法 に 準 じて 検討 を 行 っ た
8 ）．

　Wist乱r 系雄性 ラ ッ トを 用 い ，250　mg ／kg 体重 の 割合で エ キ ス を 腹腔内投 与 し，カ ラ ゲ ニ ソ で 惹起 した ラ ヅ ト足 浮

腫に 対 す る抗炎症作 用 を検討 した．その 結果 い ずれ の エ キ ス に お い て も抗炎症 に 有意な作用 が 認 め られた （TABLE 　I）．

　（2 ）　活性酸素産生抑制作用

　ス ーパ ーオ キ サ イ ド （02
−
）産生 は 自己免疫 疾 患 の リュウ

ー
マ チ や 炎 症 に 大 ぎ く関 与 す る こ とか ら活性 酸素 産生 抑 制 作

用 を検討した．

　活性酸素産生 抑 制 測 定 に は フ ェリチ ト ク ロ
ー

ム c を用 い た ．フ ェ リチ ト ク ロ
ー

ム ‘ は 02
一

か ら
一

電子を 受け 取 り還

元型 チ ト ク ロ
ーム c とな る．こ の 還元 型 チ ト ク ロ

ーム ‘ は 550nm に 吸 収極大 を もつ こ とか ら，こ の 吸 光度を 測 定 し，

TABLE 　I．Antiinflammatory　Effects　of 　Aqueous 　Extract　on 　the 　Swellmg 　of 　Rat　Hind 　Paw

Induced 　by　Carrageenan （1％，0」 m ］，　s．c．）

Swelling　Per　cent

Origin
Time 　 1 2 3 4 5 （h）

T．ノasminoides

　 Leaves

Stem

F ．pumila
　 leaves

Stem

17．0 ±2．0

（23．6± 3．1）

15．4 ± 4、5

（18．6± 1．9）

15．1± 4．3

（20．0± 4．5）
15．6± 1．5

（32．6± 4．2）

20，3± 3．5a）

（39．1± 5．6）
13、9± 3．　2b〕

（38，7± 4，0）

　9．1± 4．1b）

（29．6± 3．8）

　9．3± 2，4b）

（58．4± 8，3）

18．4± 6．2b）

（62．0±5．9）
15．7 ±3．8b）

（54，0± 3，1）

　8．5± 4，1b）

（40．1± 3，9）

　6，6± 1．4b＞

（77．0± 5，7）

18．7 ± 9．2b）

（70．0±5．3）
10．4 ±3．Ob｝

（60，8 ±3．7）

　 4，7± 3，7b）

（47，8±5．0）
　3．5± 1．3b）

（84．0± 5．9）

22．4± 10．3b〕

（76．0± 5，6）
　9，5± 3．Ob＞

（71．0±4．9）

　 2．5± 2．3b冫

（60．9± 3，8）
　 5．4± L3b ）

（90．7 ±5．7）

Aqueous 　extract 　were 　given　intraperitoneai　at 　doses　of 　250　mg ！kg．

（　）：Swelling　per　cent　of　control ．

Each 　data　indicates　the　mean （n ＝5）± S．　E．
Significantly　different　from　the　control ．　a ）p く0．05．　b）p 〈0．Ol．

TABLE　II，Summary　of 　Screening　on 　Biologjcal　Activities　of 　Aqueous

Extracts　of　Luoshiten9

Origin

Effect T．　」
’
asminoides E 　pumila

Part Stern Leaves Stem Leaves

Anti−infiammatorya

InhibitiQn　of 　Superoxide

Production（02
−
）

Antj−platelet　Aggregation

Relaxation　of 　Trachcal

Musclesb

十

十

十

十

十

十

十

十

十

aOn 　Swelling　of 　rat　hind　paw 　induced　by　Carragcenan
bOn 　Histamine −induced　contraction 　in　gumea 　plg

弓
一

：Effective，　一
：Non 　effective．
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生成 した 02
一

を測定 した 9冫，そ の 結果 ，
O．　05　mg ／ml 濃度 で ，そ れ ぞれ T．　jasminoidesの 茎部 エ キ ス で は 67％ ， 葉

部 エ キ ス で は 73％ ，
F．　pumiia の 茎部 エ キ ス で は 31％，葉部 エ キ ス で は 48％ の 活性酸素生産抑制作用を認め た ．

　 （3）　 血 小 板 凝集 抑制作 用

　血 小板凝集抑制作用 に つ い て は Born の 方法 に 準 じて 検討を 行 っ た
10〕．

　凝集惹起物質に ア ラ キ ドソ 酸，コ ラ
ー

ゲ ン お よび ア デ ノ シ ン ニ リ γ 酸を そ れぞれ 用 い て 行 っ た が い ずれ の エキ ス に

も有意な抑制作用 は 認 め られなか っ た ．

　（4）　気管平滑筋弛緩作用

　気管平滑筋弛緩作用 に つ い て は モ ル モ ッ ト よ り気 管 を摘 出 し，高木 らの 方法 に 準 じ て 気管鎖状標本を作製，ヒ ス タ

ミ ソ で 気管平滑筋を 収縮後 ， 各 エ キ ス を 投与し，そ の 弛緩作用 （気管平滑筋弛緩作用 と略す） を検討 し た ll）．

　その 結果 T．」αsminoides を 基原 とす る絡石藤の 茎部 の み に 10−4　g／ml の 濃度で弛緩作用を認 め ，他 の エ キ ス に は認

め られ な か っ た ．

　以上 の 生理 活性試験 の 結果を TABLE 　II に ま と め た ．

　基原 を 異 に す る 2 種類の 絡石藤の 効能 は 同 じ とされ て い た が，今回 T．jasminoidesを基原 とす る 絡石藤 の 茎部 エ キ

ス の み に 気管平滑筋弛緩作用 を認 め た ．

　2．　 T．戸 跚 ’π o’4邵 基原の 絡石藤の 茎部か らの 気管平滑筋弛緩作用成分 の検索

　気 管平 滑 筋弛 緩作用 を 示 し た T．ノasminoides を 基原 とす る 絡石藤茎部 エ キ ス の 活性本体 を 明 らか に す る た め 以下 の

実験 を行 っ た，

　茎 部 を 粉 末 と し，メ タ ノ
ー

ル で 加 温 抽 出 を 行 っ た ．抽 出液 は 濃縮後 水 を 加 え，析出 した 沈殿 物 を 濾去 し ， 濾液 は エ

ー
テ ル

，
ク P 卩 ホ ル ム ，ブ タ ノ ール に て 順 次抽 出 した．それ ぞ れ の 抽 出液 は 減 圧 下 濃縮 し，＝L 一テ ル 分 画 エ キ ス ，ク

P ロ ホ ル ム 分画 エ キ ス ，ブ タ ノ
ール 分画 エ キ ス ，水層分画 エ キ ス と し，各 ＝ キ ス の 弛緩作用 を検討 し た．そ の 結果，

エ ー
テ ル 分画 エ キ ス に 顕著 な，ク ロ ロ ホ ル ム 分画 エ キ ス に わ ず か な弛緩作 用 を 認め ，他 の 分 画 エ キ ス に は そ の 作用を

認 め なか っ た．水エキ ス の 生理活性試験で 示され た弛緩作用 の 活性本体 は 主 に エ ー
テ ル 分画 エ キ ス に 移行 して い る こ

とが推察 された （Chart　 l）．

　3．　T ．jasmiiteides基原の絡石藤の 茎部 か ら成 分 の 単離

　前項 の 方法 に準 じて 製した，エ ーテ ル 分画 エ キ ス は シ リカ ゲ ル カ ラ ム ク 卩 マ トグ ラ フ ィ
ーに 付 し ，

ク P ロ ホ ル ム ー酢

酸 エ チ ル を溶出溶媒 と し て 展開 し，リ グナ ン 成分の arctigenin ，　 matairesinol ，　trachelogenin ，　 nortrachelogenin を

それぞれ単離 した．ク ロ ロ ホ ル ム 分画 エ キ ス は シ リカ ゲ ル カ ラ ム ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ー

に 付 し ，
ク ロ ロ ホ ル ム ーエ タ ノ

S〔e 臼10 け ・’ac ’・… spe 一 り 川 一 ld・・｛5。9〕

ex しd，
¢ oncd ．

い眠 hhoto

「1引 ［20 ・

DPt
　 　 　 　 　 　 Qq ，　i口yer

』
Et

’
D

OQ ．　1Gyer

際
oq ．　10ソer

　 ∈xtd ，　Hl てh　BuOH

塾 竺・
ex 匸「qcし　〔0 ．279）

｛
oq，　1ayer

　 　 ex 匸rOCt 〔q．oeg 〕

f i
　　　　ln−

BuOH　ex 匸，
ex ℃「ec て　（2，0崕9）

⊂HC   exヒ1
百薊 「「0，2］9｝

＼
　 　 　 　 　 　 冒

∫ 二7
’

一 ff −7L
−

　　　 i、，

Chart　1．　 H ：Histamine，5 × 10−6　M ，　T ．j：Extract　of 　T．　iasminoides，10−4　gtml，● ：Wash
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．
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　　　 M
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H
ー
N

Fig．1．　 Relaxation　Effect　of 　Lignans　on 　thc　Histamine・induced　Contraction　of
　　　　Tracheal　Muscl ¢ s　in　Guinea 　Pig

H ：Histamine　5 × 10−5　M ； A ：Arctigenin； M ；Matairesino1； T ：Trachologenin；

N ：Nortracbelogenin ；Each 　sample 　were 　lO−4　 g！m1 ； ● ： Wash

TABLE 　III，　 Inhibitory　Ac 亡ivity　of 　Superoxide　Production

Compound IC50 （M ）

Arctigenin

Matairesinol

Trachelogenin

Nortrachelogenin

　3x10 −6

＞ 1x10 −5

＞ lx10
−5

　8 × 10−6

Auranofin 7．5 × 10　6

一
ル を溶出溶媒 と して 展開 し，リグ ナ ン 配糖体 の arctiin ，　matairesinoside ，　tracheloside ，　 nortracheloside を そ れ ぞ

れ 単離 し た （Chart　2）．

　4．　単離成分の 気管平滑筋弛緩および 活性酸素産生抑制作用

　Arctigenin，　matairesinol ，　 trachelogenin お よ び nortrach 。logenin は い ずれ も 10胃4　g／ml の 濃度で 顕著な気管平

滑筋弛緩作用を示 した （Fig．1）．

　活性酸素産生抑制作用に つ い て は arctigenin ，お よび nortrachelogenin に 活性 を認 め ，とくに aretigenin に 慢

性関節 リ ュ ウ マ チ 薬 auranofin よ り高い 活性が 認 め られ た （TABLE 　III）．

　活性酸素産生抑制値が比較的高 い 値を示 し た arctigcnin （30mg ／kg 体重の 割合で 腹腔内投与） に つ い て 抗炎 症作

用 （カ ラ ゲ ニ ソ 足浮腫）を検討 し た が 有意な作用 は 認 め られ な か っ た．

　血小板凝集抑制 （抗 ADP 誘導血小板凝集作用）に つ い て は 試料 0．5mg ／m1 で aspirin 　24・8± 6・6％ に 対 し，

trachelogenin に 35．4± 7．6％，　 arctigenin に 34．2土 7．6％ の 抑制がお の お の 認 め られ た ．

　 リ グ ナ ン 配 糖体 の arctiin，　 matairesinoside ，　tracheloside お よ び nortracheloside に は い ずれ に 生理活性作用 も

認め られなか っ た，したが っ て 生理活性試験で ク 卩 ロ ホ ル ム 分画 エ キ ス に 認 め られ た わ ずか な気管平滑筋弛緩作用 は
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エキ ス の 懸濁溶媒 （エ タ ノ
ー

ル とプ 卩 ピ レ ン グ リ コ
ール （1 ： 9） の 混液） の 影響に よ る もの と考 え られ る．な お ，気　　　　　　　　　　　 t

管平滑筋弛緩作用 の 認 め られ なか っ た T．jasminoidesの 葉部 エ キ ス や F ・　pumila の 葉部 ・茎部 エ キ ス に つ い て TLC

な らび に HPLC に て こ れ ら arctigenin ，　matairesinol ，
　trachelogenin

，
　nortrachelogenin の 有無を検討 したが ， こ

れ らの エ キ ス 中に は そ の 存在を認 め な か っ た．

　 し か し 7
「
．ノ鋸 〃跏 o∫4θ∫ 基原 の 絡 石藤茎部水 エ キ ス に は リ グナ ン 配糖体 が 主成分 と し て 含有 され て い る ．経 口 で の 服

用を主とす る漢薬で は，服用後そ れ に含 まれ る配糖体 が 腸内細菌叢 に よ り代謝を 受けて 活性を発現す る例 が 近年数多

く報告 され て い る
12−14）．

　T．」α sminoides を基原 とす る絡石藤 に お い て も服用すれば主 成分の リ グ ナ ン 配糖体は 腸内細菌叢に よ り糖部の 加水

分解を うけ，活性型 の 真性 b
”

＝ γ とな り薬効 を 発現 し て い る可能性 が
一
卜分考 え られ る ．

　以上 の 結果か ら，今回 わ れ わ れ が 用 い た T，ノasminoides ，　 F ．　pumila の 二 種 の 絡石藤は カ ラ ゲ ニ ン 炎症 モ デ ル に 対

す る抑制作用，活性酸素産生抑制作用 な ど共通す る活性 を もつ が ， 気管平滑筋弛緩作用 に つ い て は 「，jasmineidesの

茎部 に の み リグ ナ ソ 化合物の 存在が 認 め られた ． こ れ らの 事実は，生 薬 の 基 原 ，さ らに は 品質を 管理 す る上 で 重要な

知見 で あ り， 今後 ， 種 々 の 生薬 に つ い て も化学的評価と生物学的評価を合わ せ ， い くつ か の 側面 か ら検討する こ とが

必要 だ と考 えられ る．

結 論

　同効能と され る 2 種 の 基 原 の 異 な る絡 石 藤 （T、ノasminoides お よ び F ．　pumila）は 気管平滑筋弛緩作用 に お い て そ の

茎 部 に 明 らか な相違が 認 め られ た，

　T ・iasminoidesを基 原 とす る絡 石 藤 の 茎 部水 エ キ ス の 気管平滑筋弛緩作用 の
一

部 は，そ れ に 含有 され る リ グ ナ ソ 成

分の arctigenin ，お よ び nortrachelogenin に 基 づ く もの と推察 さ れ た ．

実　験　 の　部

　水エ キ ス の 調 製　中 国 上 海 市場品 の 絡 石藤 （T ．加 席 η o漉 ∫ お よび F ，pumita）をそれぞれ葉と茎 に 分別 し ， 粉砕後 ，

蒸留水 に て 3 回加温抽出．抽出液は減圧 下 で濃縮 ， 減圧 デ シ ケ
ー

タ
ー

内で 完全に 乾燥さ せ た もの を調製。

　各 エ キ ス 収量 は ，T．ノasminoides 基原 の 絡石 藤葉部 10g か ら エ キ ス 2，66　g，茎 部 10g か ら エ キ ス 2．19g ，・F
’
．　pumila

基原 の 絡石 藤葉部 109 か ら エ キ ス LO79
， 茎部 109 か ら 」 ・t一ス 0．769 ．

　実験動物飼育環境　そ れ ぞれ使用 し た 実験動物 は すべ て 静 岡県実験動物農業共 同 組 合 よ り購 入 し，温度 23± 1℃ ，

湿度 65± 5％ に 常時維持 した部 屋 で 飼育 し た ．

　抗炎症作用　体重 100〜140g の Wistar 系雄性 ラ ッ トを一
群 5 匹 と し て 用 い た．各水 ：・＝キ ス を生 理 食塩水 に 溶 解 し，

250mg ／kg 体重の 割合 に 調製 し た 被検 試 料 1ml を 腹腔内投与 し ， そ の 30 分後に
， 実験 日前 日に 生理食塩水 で 懸濁

調 製 し冷蔵保管 した 1 ％ カ ラ ゲ ニ ソ （λ一Carrageenan，和光純薬） O．　l　ml を右後肢足臙に 皮下注射 し ， 浮腫を 惹起 さ

せ た．カ ラ ゲ ニン の 投与後， 1時間 ご とに 5時間 まで 右後肢足蹠 の 容積を 容 積測 定装 置 （Plethysmometer ，
　Ugo

Basile　Co ，） で 測定 し，カ ラ ゲ ニ ン の 投 与前の 右後肢足蹠 に 対す る浮腫の 増加率を求 め た．な お，対照群で は 被検試

料 の 代 りに 生 理 食塩 水 を 用 い た ．

　実験結果 は Student’s　t−test に よ り統計処理 した．

　活性酸素産生抑制作用　ミ ク 卩 セ ル 中に 37℃ に 保温 した modified −KRP 　IOO　pl，カ タ ラ
ーゼ （2，600　U／m1 ）5pl，

フ ェ リチ ト ク P 一ム c （800μM ）30 μ1 お よ び 細胞 （好中球，5 × 106／m1 ）を入 れ よ く攪拌 し た 後 ，
550　nm で の 吸光

度 を 1 分間測定 し た ・次 に 測定 サ ソ プ ル 5 μ1・サ イ ト カ ラ シ シ B （1mg ／ml ）5μ1，　f　MLP （2 × 10−5　M ）5yl を茄えて

よ く攪拌後，550nm の 吸 光 度 を プ ラ トーに な る まで 測定 した．

工 加 曲 ゜ides　9 原 の 絡 石 藤茎部 の 水 エ キ ス は D ・0 唾 水），それ以外の エ キ ス は CD
、SOCD ， （重 DMSO ）　 eこ溶

解 し．o．　05　mg ／ml 濃度 で 行 っ た，単離 した 成分は 重 DMSO に 溶解 し行 っ た，

　血小板凝集抑制作用　体重 2．5〜3・Okg の 日本白色種雄 ウ サ ギ の 頸動脈 よ り 1／10容 の 3．8％ ク エ ン 酸添加 の 血 液

を採取 した．血 液を 1
，
300rpm で 10分問遠心 し，その 上清を多血 小板血漿 （PRP ）と し ， さらに 下層を 3

，
　5QO　rpm

で 10分間遠 心 す る こ とに よ っ て 乏 血 小板血漿 （PPP）と した，

凝勦 惹起 に は ア ラ キ ドソ 酸 （Sigm ・）5・・06mM ・巧
一

卿 （H ・・m ・ n ℃ h・mi ・） 8．3μ9／m1 ，
　ADP 　8．3μM を用

い た ．血 小板凝集は ヘマ ト レ ーサ ーVI （二 光バ イ オ サ イ エ ン ス ）を用 い て 凝集能を測定 した ．

　気管平滑筋 弛緩作用　体重 400〜900g の ハー
ト レ ー

系雄性 モ ル モ
ッ トを用 い た．モ ル モ

ッ トの 気管鎖状標本 を 37
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℃ の modified −krebs液を い れ た Magnus 管内 に 懸垂 し，95％ 酸素
一5％二 酸化炭素混合ガ ス を通気 した，標本 の反

応 は 生体変位 ト ラ ソ ス ジ ュー
サ
ー

（Sanei−lnstrument　C （）．　Ltd．） に よ り測定 し，ア ン プ （Sanei　Br孟dge　 Box　 5354
A ）を介 し・レ コ ーダ （Hitachi　O56 ま た は Rikadenki　R −10　Series） itこて 記 録 した．初期張力は O．5〜O．　89 と し ，

すべ て の 標本 は 約 1時間放置 し て 安定化 させ ，ヒ ス タ ミ γ （Histamine 　dihydrochloride，和光純薬）5 × 10−6　M に て

収縮後，そ の 反応に 対す る各被検試料 の 影響 を観察 した，

　被検試料 は 水エキ ス ，ブ タ ノ ール お よび水層分画 エ キ ス に つ い て は 注射用蒸留水に 溶解 し， ニ ーテ ル お よび ク ロ ロ

ホ ル ム 分画 エ キ ス ，単 離 した各成分 に つ い て は エ タ ノ ール と プ 卩 ピ レ ソ グ リ コ
ー

ル （1 ： 9）の 混合液 に 懸濁 し， い ず

れも 10’2g ／ml と し ，　 Magnus 管内で最終濃度 10’‘

g／ml と なる よ うに 調製 した．

　T・J
’
asminoides 基原の 絡石藤茎部の 分 画 エ キ ス の 調製 と成分 の 単離　T ．ノα sminoides 基原 の 絡石藤 の 茎部を粉末 と

し，そ の 50g を メ タ ノ ール で 3 回加温抽出 した．メ タ ノ ール 抽出液を減圧下 で濃縮後， 濃縮液に 水を加えて 析出 した

沈殿物を濾去，濾液 は エ ーテ ル ，ク ロ ロ ホ ル ム ．ブ タ ノ ール で 順 次抽出 し， 各分画液 を 濃縮 し， ） L ・一テ ル 分 画 エ キ ス

（α 27g ），ク ロ 卩 ホ ル ム 分画エ キ ス （0，23g ），
ブ タ ノ ール 分画エ キ ス （2，04g ），水層分 画 エ キ ス （4，0g ）を 得た．

　
＝ 一テ ル 分画エキ ス （LOg ）を シ リカ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー
（SiO2，100　mesh ，　 Mallinckrodt） に 付 し ，

ク 卩 ロ ホ ル ム ー
酢酸 エ チ ル を溶出溶媒と し，酢酸 エ チ ル の 濃度を 徐 々 に あ げ て 展 開 し，arctigenin （18mg ），　 trache −

logenin （25　mg ），　 mat 乱iresinol（8　mg ），　 nortrachelogenin （12mg ）を 順次単離 した．各単離 した 化合物 は それぞ

れ の 標品
15）

と直接比較 ， 同定 した．

　ク ロ 卩 ホ ル ム 分画 エ キ ス （1．Og ） を シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ］・グ ラ フ
ィ
ー

（SiO2，100　mesh ，　Mallinekrodt）に 付

し ，
ク ロ ロ ホ ル ム ー

エ タ ノ ール を溶 出 溶媒 と し ，
エ タ ノ

ー
ル の 濃度を徐 k に あげて 展開 し，arctiin （68　mg ），　 trache・

10side（122　mg ），　 matairesinoside （45　mg ），　 nortracheloside （80　mg ） を 順 次単離 し た ．各単離 し た 化合物 は それ

ぞ れ の 標品
15）と直接比較同定 し た ，

　謝 辞 活性酸素産生 抑制作用 お よび 血小板凝集抑制作用 の 測定 に 際 し，種 々 の ご配慮を い た だ きま し た テ ル モ 株

式会社技術開発部 高 井　誠 博士 に 深謝 い た し ま す．
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